
本
部
は
第
７７
回
定
期
全
国
大
会
に
提
案
す
る
本
部
原
案
と
な
る
運
動
方
針
（
案
）
の
「
最
終
ま
と
め
」

を
７
月
２８
日
に
開
い
た
第
２５
回
中
央
執
行
委
員
会
で
議
論
し
、
７
月
３１
日
ま
で
に
正
文
化
し
た
。
す
で

に
既
報
し
て
い
る
「
第
１
次
草
案
」
で
は
未
稿
と
な
っ
て
い
た
「
�

一
年
間
の
諸
課
題
と
闘
い
」
の

「
１
、
Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
の
早
期
全
面
解
決
を
求
め
る
闘
い
」
の
全
文
は
以
下
の
と
お
り
。

ⅤⅤ

１１
年年
間間
のの
諸諸
課課
題題
とと
闘闘
いい

１
、
Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
の

早
期
全
面
解
決
を
求
め

る
闘
い

�

国
労
は
昨
年
７
月
の
東
京

高
裁
民
事
第
１７
部
裁
判
長
提
案
と

国
土
交
通
大
臣
（
当
時
）
発
言
を

受

け

て
、「
４
者
・
４
団

体
」
と

と
も
に
「
裁
判
外
で
の
話
し
合

い
」
に
よ
る
政
治
的
・
全
体
的
解

決
の
実
現
を
め
ざ
し
、
積
み
上
げ

た
「
各
県
・
地
区
集
会
」
や
１０
・

２４
中
央
大
集
会
の
成
功
を
バ
ネ
と

し
な
が
ら
、
政
府
・
与
党
に
決
断

を
迫
る
こ
と
を
基
本
に
、
本
年
６

月
ま
で
そ
の
節
々
で
間
断
な
く
大

衆
行
動
を
展
開
し
て
き
た
。
ま
た

「
鉄
建
公
団
訴
訟
」
を
は
じ
め
、

関
連
す
る
他
の
事
件
と
の
連
携
、

弁
護
団
に
よ
る
意
見
交
換
、
傍
聴

動
員
な
ど
協
力
体
制
を
確
立
さ
せ

な
が
ら
、
政
治
解
決
を
促
進
す
る

た
め
の
裁
判
闘
争
の
取
り
組
み
を

精
力
的
に
進
め
て
き
た
。
な
か
で

も
、
こ
の
間
、
４
人
の
国
土
交
通

大
臣
が
交
替
す
る
と
い
う
混
沌
と

し
た
政
局
の
な
か
に
あ
り
な
が
ら

も
、
院
内
集
会
の
取
り
組
み
や
地

元
選
出
国
会
議
員
へ
の
要
請
行
動

を
重
ね
続
け
、
中
央
・
地
方
が
一

体
と
な
っ
て
政
治
解
決
に
向
け
た

環
境
整
備
に
全
力
を
尽
く
し
た
結

果
、
相
次
ぐ
地
方
議
会
の
意
見
書

採
択
や
与
党
の
窓
口
設
置
な
ど
解

決
に
向
け
た
大
き
な
地
歩
を
固
め

る
こ
と
が
で
き
た
。

�

こ
う
し
た
な
か
、
衆
議
院

は
去
る
７
月
２１
日
に
解
散
し
、
第

４５
回
衆
議
院
選
挙
は
８
月
１８
日
公

示
、
３０
日
投
開
票
で
行
わ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。「
３
・
２５
東
京
高

裁
判
決
」
を
受
け
、
政
治
の
場
で

「
雇
用
・
年
金
・
解
決
金
」
を
柱

と
す
る
具
体
的
要
求
の
実
現
を
め

ざ
す
取
り
組
み
は
、
新
た
な
政
治

の
枠
組
み
の
な
か
、
こ
の
秋
に
重

要
な
局
面
を
迎
え
る
。
総
選
挙
後

に
発
足
す
る
新
た
な
政
権
の
下
で

も
、
こ
の
間
に
積
み
上
げ
て
き
た

運
動
の
成
果
を
生
か
し
切
り
、
政

治
解
決
を
成
し
遂
げ
る
た
め
、
与

野
党
全
会
派
に
よ
る
政
治
的
合
意

形
成
に
向
け
た
「
政
治
対
策
」
と

そ
の
対
応
は
慎
重
か
つ
機
敏
な
対

応
が
求
め
ら
れ
る
。
と
り
わ
け
解

決
に
向
け
た
緊
迫
し
た
情
勢
の
な

か
で
組
織
外
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な

「
妨
害
」
や
「
介
入
」
が
付
き
ま

と
う
こ
と
も
想
像
に
難
く
な
い
だ

け
に
全
組
合
員
が
決
意
も
新
た
に

機
関
に
集
中
す
る
こ
と
が
ひ
と
き

わ
重
要
と
な
る
。

こ
の
間
、
当
該
組
合
員
・
家
族

の
努
力
や
こ
れ
を
包
む
全
組
合
員

の
真
摯
な
議
論
と
運
動
の
積
み
重

ね
に
よ
り
、
国
労
や
闘
争
団
の
団

結
が
完
全
に
回
復
し
、
さ
ら
に
相

互
の
信
頼
関
係
が
深
ま
る
な
か
で

「
４
者
・
４
団
体
」
が
責
任
を
持

ち
、「
解
決
の
出
口
」
ま
で
崩
れ

る
こ
と
の
な
い
団
結
と
統
一
対
応

の
陣
形
を
確
立
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
た
。
あ
ら
た
め
て
こ
の
到
達
点

を
本
大
会
で
し
っ
か
り
確
認
し
あ

う
と
と
も
に
、
う
ち
固
め
た
こ
の

揺
る
ぎ
な
い
団
結
を
解
決
ま
で
維

持
・
強
化
し
て
い
く
こ
と
を
改
め

て
明
ら
か
に
す
る
。

国
労
は
２２
年
に
わ
た
る
幾
多
の

闘
い
の
試
練
と
教
訓
の
中
か
ら
築

き
上
げ
た
相
互
信
頼
と
一
糸
乱
れ

ぬ
総
団
結
の
も
と
に
、
い
か
な
る

事
態
に
も
動
ず
る
こ
と
な
く
、
全

機
関
を
あ
げ
て
、
文
字
通
り
政
治

解
決
を
成
し
遂
げ
る
た
め
、
当
面

す
る
闘
い
の
課
題
に
つ
い
て
、
以

下
の
取
り
組
み
を
進
め
る
。

①
Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
を
早
期
に

政
治
解
決
す
る
た
め
に
、
国
会
の

動
向
や
新
政
権
へ
の
対
応
を
見
定

め
つ
つ
、
機
関
に
集
中
し
た
取
り

組
み
を
展
開
す
る
。
そ
の
た
め
に

も
解
決
に
向
け
た「
４
者
・
４
団
体
」の

枠
組
み
を
堅
持
し
、「
政

治

窓

口
」
を

中
心
に
し
た
対
策
を
一
層
強
め
る
。

②
「
採
用
差
別
国
労
訴
訟
」
お

よ
び
「
採
用
差
別
横
浜
人
活
訴

訟
」
に
つ
い
て
は
、
原
告
団
・
弁

護
団
と
と
も
に
準
備
書
面
の
作
成

や
裁
判
対
策
、
各
級
機
関
の
協
力

に
よ
る
傍
聴
体
制
や
報
告
集
会
等

を
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

横
浜
地
裁
で
係
争
中
の
「
横
浜
人

活
訴
訟
」
は
１４
回
の
審
問
を
終

え
、
８
月
６
日

に

結

審

し
、「
国

労
訴
訟
」
も
来
る
９
月
３０
日
に
東

京
地
裁
で
結
審
を
迎
え
る
。
３
月

２５
日
に
言
い
渡
さ
れ
た
鉄
建
公
団

訴
訟
控
訴
審
判
決
は
「
不
法
行
為

存
在
」「
損
賠
補
償
」
の
法
理
を

ほ
ぼ
確
定
し
た
が
、
政
府
な
ら
び

に
鉄
道
・
運
輸
機
構
に
「
和
解
」

を
決
断
さ
せ
る
た
め
に
も
環
境
づ

く
り
が
何
よ
り
も
重
要
で
あ
る
。

③
鉄
道
・
運
輸
機
構
に
対
し
て

は
、
こ
の
間
、
数
次
に
わ
た
る
申

し
入
れ
を
行
っ
て
き
た
。
引
き
続

き
、「
４
者
・
４
団

体
」
の

連

携

を
図
り
な
が
ら
、
情
勢
に
呼
応
し

て
鉄
道
・
運
輸
機
構
に
対
し
、
当

事
者
間
の
「
解
決
交
渉
テ
ー
ブ

ル
」
の
条
件
整
備
を
は
か
り
、
そ

の
責
務
を
果
た
す
こ
と
を
求
め
る

申
し
入
れ
を
展
開
す
る
。
ま
た

「
政
治
窓
口
」
と
の
連
携
の
も

と
、
解
決
促
進
を
求
め
る
国
交
省

・
鉄
道
局
長
や
関
係
政
府
機
関
へ

の
要
請
や
働
き
か
け
を
行
い
な
が

ら
、
政

府
・
与

党

が
「
和

解

解

決
」
を
受
け
入
れ
る
環
境
づ
く
り

と
し
っ
か
り
結
合
し
た
大
衆
行
動

の
展
開
に
力
を
注
ぐ
こ
と
と
す
る
。

④
最
大
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ

ー
で
あ
る
連
合
と
は
労
働
界
全
体

の
解
決
課
題
で
あ
る
と
の
共
通
認

識
の
な
か
で
、
こ
の
間
、
連
携
や

協
力
を
求
め
る
環
境
整
備
に
鋭
意

努
め
て
き
た
。
Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題

解
決
に
向
け
、「
政
治
窓
口
」
で

あ
る
関
係
議
員
や
民
主
党
を
は
じ

め
、
関
係
政
党
と
協
力
関
係
に
あ

る
連
合
や
国
労
が
加
盟
す
る
交
運

労
協
の
理
解
・
協
力
は
よ
り
重
要

か
つ
不
可
欠
で
あ
り
、
さ
ら
に
関

係
強
化
を
は
か
っ
て
い
く
。

大大
会会
にに
向向
けけ
正正
文文
化化

運
動
方
針
�案
の
最
終
ま
と
め

７
・
２９

Ｊ
Ｒ
上
場
３
社
の

０９
年
４
〜
６
月
期
連
結
決
算
が

減
収
減
益
と
発
表
。

７
・
３０

変
電
所
火
災
で
Ｊ

Ｒ
京
葉
線
が
停
電
ス
ト
ッ
プ
し

約
１３
万
８
０
０
０
人
に
影
響
。

復
旧
ま
で
に
７
時
間
、
特
急
２４

本
含
む
上
下
１
６
６
本
運
休
。

７
・
３１

６
月
完
全
失
業
率

０
・
２
ポ
イ
ン
ト
悪
化
し
５
・

４
％
▽
０８
年
度
国
民
年
金
納
付

率
、
３
年
連
続
で
減
少
し
過
去

最
低
の
６２
％
と
発
表
。

８
・
１

コ
ラ
ソ
ン
・
ア
キ

ノ
元
大
統
領
病
没
（
７６
歳
）
▽

４
月
ナ
ジ
ブ
政
権
発
足
し
た
マ

レ
ー
シ
ア
で
「
国
内
治
安
法
」

め
ぐ
り
政
府
と
野
党
勢
力
と
の

対
立
激
化
し
１
万
人
デ
モ
、
逮

捕
者
５
８
９
人
。

●
次
号
は
大
会
前
直
前
発
送
。

全
国
大
会
に
合
わ
せ
て
本
紙
の

前
倒
し
発
行
を
し
て
い
ま
す
。

�

闘
争
団
の
就
労
状
況
は
、

定
職
に
就
い
て
い
る
者
が
２４
％
、

団
が
運
営
す
る
事
業
体
が
１６
％
、

自
営
業
が
７
％
、
闘
争
団
専
従
が

８
％
と
な
っ
て
い
る
。
平
均
賃
金

は
約
１７
万
円
で
あ
る
が
、
年
収

２
０
０
万
円
に
満
た
な
い
者
も
お

り
、
よ
り
一
層
厳
し
い
生
活
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
実
態
を
踏
ま
え
、
以
下
の
課
題

を
引
き
続
き
取
り
組
む
こ
と
と
す

る
。①

「
生
活
援
助
金
カ
ン
パ
」

は
、
闘
争
団
・
家
族
が
生
活
基
盤

を
確
立
す
る
た
め
の
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
き
た
。
今
年
度
も
毎

月
１
０
０
０
円
、
夏
・
冬
手
当
時

に
２
０
０
０
円
の
カ
ン
パ
を
実
施

す
る
。
各
級
機
関
の
取
り
組
み
状

況
に
格
差
が
生
じ
て
い
る
点
を
解

消
し
、
納
入
の
遅
れ
を
改
善
さ
せ

る
た
め
に
指
導
を
強
化
し
て
い

く
。②

「
ア
ル
バ
」
は
闘
争
団
の
運

動
を
支
え
る
目
的
で
１
９
９
１
年

５
月
に
「
国
労
生
活
事
業
セ
ン
タ

ー
」
と
し
て
発
足
し
、
翌
年
に
株

式
会
社
と
し
て
設
立
さ
れ
て
か

ら
、
１８
年
に
わ
た
っ
て
闘
争
団
の

生
活
を
支
え
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
運
動
を
全
国
的
に
広
げ
る
上

で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き

た
。
昨
年
来
の
世
界
同
時
不
況
な

ど
に
よ
る
影
響
を
受
け
て
「
ア
ル

バ
」
も
例
外
な
く
、
ま
す
ま
す
厳

し
い
経
営
の
な
か
に
あ
る
。
こ
う

し
た
現
状
を
踏
ま
え
、
先
進
的
な

運
動
を
全
体
化
し
な
が
ら
、
取
り

組
み
を
一
層
強
化
し
て
い
く
こ
と

と
す
る
。

③
「
Ｄ
Ｌ
Ｒ
基
金
」
は
、
病
気

等
で
就
労
で
き
な
い
闘
争
団
員
に

毎
月
給
付
金
を
拠
出
し
、
支
え
る

制
度
で
あ
る
が
、
低
金
利
の
な
か

で
利
子
運
用
が
ま
ま
な
ら
ず
、
カ

ン
パ
金
等
で
運
営
せ
ざ
る
を
得
な

い
実
態
と
な
っ
て
い
る
。
中
央
共

闘
、
連
帯
す
る
会
な
ど
の
運
動
に

よ
る
資
金
確
保
で
制
度
を
継
続
さ

せ
て
き
た
が
、
国
労
と
し
て
も
さ

ら
に
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
く
。

④
「
連
帯
す
る
会
」
は
一
般
会

員

約
４
９
０
１
人
、
特

別

会

員

２
２
５
人
、
団
体
会
員
６
８
７
団
体

（
０９
年
５
月
末
日
現
在
）
と
い
う

現
状
に
あ
り
、
会
員
の
退
職
等
に

よ
り
、
年
々
減
少
傾
向
に
あ
る
が
、

中
央
共
闘
と
の
連
携
の
な
か
で
さ

「４者・４団体」の３月国会前中央行動から

（
２
面
に
つ
づ
く
）

先
日
、
九
州
闘
争

団
の
意
思
統
一
の
場

が
あ
り
福
岡
ま
で
出

か
け
た
。
折
り
悪
く

梅
雨
前
線
が
停
滞
し

て
九
州
地
方
は
大
雨

だ
っ
た
。
高
速
道
路
も
通
行
止
め

と
な
り
、
Ｊ
Ｒ
も
、
西
鉄
も
、
軒

並
み
運
転
見
合
せ
で
、
は
た
し
て

会
議
が
で
き
る
の
か
と
い
う
心
配

を
よ
そ
に
、
車
や
バ
ス
、
運
転
再

開
を
ひ
た
す
ら
ま
っ
て
２０
人
を
超

え
る
仲
間
が
結
集
し
た
。
そ
し
て

ケ
ン
ケ
ン
ガ
ク
ガ
ク
の
真
剣
な
議

論
を
展
開
し
、
意
思
統
一
を
深
め

た
。
闘
争
団
員
の
決
意
や
団
結
の

固
さ
を
目
の
当
た
り
に
し
、
東
京

で
天
気
予
報
を
見
て
開
催
は
困
難

で
は
な
い
か
と
勝
手
に
考
え
て
い

た
自
分
の
構
え
の
甘
さ
を
痛
感
し

た
。
▼
そ
れ
に
し
て
も
、
地
球
温

暖
化
の
影
響
と
し
か
思
え
な
い
近

年
の
異
常
気
象
は
す
さ
ま
じ
い
。

年
明
け
に
は
中
国
で
の
大
干
ば
つ

が
伝
え
ら
れ
、
７
月
に
入
る
と
、

地
中
海
沿
岸
や
カ
ナ
ダ
で
の
山
火

事
被
災
が
報
道
さ
れ
て
い
る
。
そ

し
て
日
本
各
地
は
水
害
に
見
舞
わ

れ
、
山
口
県
防
府
市
で
は
土
砂
崩

れ
で
老
人
ホ
ー
ム
が
直
撃
さ
れ
て

多
く
の
方
が
犠
牲
に
な
っ
た
。
し

か
し
、
地
球
環
境
問
題
が
声
高
に

警
告
さ
れ
て
も
有
効
な
対
策
は
具

体
的
に
は
講
じ
ら
れ
て
い
な
い
。

▼
二
酸
化
炭
素
排
出
削
減
に
よ
る

地
球
温
暖
化
防
止
に
む
け
た
モ
ー

ダ
ル
シ
フ
ト
も
、
言
葉
だ
け
が
先

行
し
実
行
は
伴
っ
て
い
な
い
。
高

速
道
路
を
整
備
し
車
社
会
を
創
り

あ
げ
た
が
、
総
合
交
通
政
策
は
立

ち
遅
れ
た
ま
ま
だ
。
こ
れ
も
ま
た

政
治
が
リ
ー
ド
す
べ
き
課
題
で
あ

る
。
人
類
が
利
便
性
を
高
め
る
努

力
を
し
て
き
た
反
対
側
で
、
地
球

そ
の
も
の
の
破
壊
が
進
行
し
て
い

る
。
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
問
題

と
し
て
考
え
、
行
動
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

（
濱
）

第2 9 8 5号（昭和２８年６月１２日第三種郵便物認可）（１）2 0 0 9年9月3日（木曜日） （毎月３、１３、２３日発行１ 部 ４０ 円）
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〈募集代理店〉

アベニール 株式会社
�　03-3437-6810　�　03-3437-6822
〒１０５－０００４　港区新橋５－１５－５　交通ビル３F

◆月払保険料（団体取扱）保険料払込期間：終身
がん保険フォルテ：バリュープランS 2倍 入院日額１万円

65歳55歳45歳35歳
7,952円5,810円4,222円3,038円

 （２００８年４月１日現在）

＊ご健康状態などによっては、お申し込みをお引受けできない場合があ
ります。

◎詳しくは、パンフレット（契約概要）をご覧ください。

「がん」の生涯保障 《アフラックのがん保険 �（フォルテ）》
がんの場合　 一時金４０万円
上皮内新生物の場合　 一時金４万円

初めて診断確定されたとき
診断給付金

がん診断後、２年目から５年目まで
１年につき 年金２０万円×４年間　＊生存している場合

がんと診断確定されたあと生存しているとき
ライフサポート年金（上皮内新生物は対象外）

１日につき　 １０,０００円入院したとき　　入院給付金
１回につき ２０万円手術したとき　　手術給付金

１日につき　 １０,０００円５日以上の継続入院後通院したとき
通院給付金

１日につき １０,０００円特定のがん治療で通院したとき
特定治療通院給付金（上皮内新生物は対象外）

技術料１回につき（１年間に５回まで、通算支払限度額７００万円まで）

先進医療をうけたとき
がん先進医療給付金

下記①～④以外の先進医療　実費／上限５０万円
②悪性腫瘍に対する粒子線治療（＊１）
実費／上限２９０万円

①固形がんに対する重粒子線治療
実費／上限３２０万円

特
定
先
進
医
療

④ＨＬＡ抗原不一致血縁ドナーからのＣＤ
３４陽性造血幹細胞移植（＊３）
実費／上限１３０万円

③脊椎腫瘍に対する腫瘍脊推骨全摘術
（＊２）
実費／上限２１０万円

１回につき １５万円（１年間に１回まで）先進医療をうけたとき
がん先進医療一時金

１０万円がんで死亡したとき　死亡保険金
（＊１）固形がんに係るものに限る。（＊２）原発性脊椎腫瘍または転移性脊推腫瘍に係るものに限る。（＊３）ＨＬＡ適合ドナーがいないために造血幹細胞移植が受けられない小
児のがんに係るものに限る。　先進医療の給付金・一時金のご契約には、限度があります。その他、アフラックの基準により限度額を定めています。

訪問面談サポートと専門医紹介（このサービスは、株式会社　法研が提供するサービスです）プレミアサポート※
※トータルケアプランS、バリュープランS2倍以上のプランにご契約の場合にご利用いただけます。 AF104-2008-0106　4月18日

〒163-0456
東京都新宿区西新宿2-1-1　新宿三井ビル
当社保険に関するお問い合わせ・各種お手続き
コールセンター　0120-5555-95

〈引受保険会社〉

系列法人第五支社

保険期間：終身・契約年齢：０歳～８０歳
バリュープランＳ　２倍

ま
ざ
ま
な
活
動
を
進
め
て
き
た
。

と
り
わ
け
、
こ
の
間
、「
各
県
・

地
区
集
会
」
な
ど
を
通
じ
て
取
り

組
ん
だ
「
国
鉄
闘
争
連
帯
カ
ン

パ
」「
定
額
給
付
金
カ
ン
パ
」
に

つ
い
て
は
大
き
な
成
果
を
あ
げ
て

お
り
、
こ
う
し
た
実
績
を
踏
ま

え
、
会
員
拡
大
運
動
を
引
き
続
き

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
す
る
。

�

国
鉄
闘
争
支
援
中
央
共
闘

会
議
を
は
じ
め
、
各
地
方
に
お
け

る
支
援
体
制
の
強
化
を
図
り
、
連

携
を
強
め
る
こ
と
が
あ
ら
た
め
て

重
要
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
中
央
共
闘
の
総
会
・
全
国
代

表
者
会
議
・
常
任
幹
事
会
等
を
通

じ
て
、
よ
り
一
層
の
連
携
を
深
め

て
い
く
こ
と
と
す
る
。

ま
た
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
平
和
・
人

権
・
環
境
お
よ
び
地
方
で
の
支
援

組
織
の
中
心
で
あ
る
各
県
平
和
フ

ォ
ー
ラ
ム
と
の
連
携
を
さ
ら
に
強

め
て
い
く
。

具
体
的
取
り
組
み

①
国
会
の
動
向
や
裁
判
闘
争
等

の
情
況
を
見
据
え
な
が
ら
、
関
係

議
員
と
の
連
携
を
強
化
し
、
政
治

・
政
党
対
策
の
さ
ら
な
る
推
進
に

全
力
を
あ
げ
る
。
ま
た
中
央
・
地

方
で
、
引
き
続
き
国
会
議
員
対
策

を
強
化
す
る
。

②
原
告
団
と
の
連
携
を
密
に
し

な
が
ら
、
関
係
訴
訟
に
つ
い
て
４

弁
護
団
の
連
携
や
裁
判
傍
聴
・
行

動
支
援
の
体
制
を
確
立
す
る
。

③
地
方
議
会
意
見
書
採
択
運
動

を
さ
ら
に
強
化
す
る
。
ま
た
地
方

議
会
で
賛
同
い
た
だ
い
た
政
党
・

会
派
に
対
し
、
中
央
省
庁
へ
の
働

き
か
け
を
行
っ
て
も
ら
う
要
請
行

動
を
展
開
す
る
。

④
大
衆
行
動
に
つ
い
て
は
情
勢

を
見
極
め
な
が
ら
展
開
す
る
。
引

き
続
き
各
県
・
地
区
に
お
け
る
集

会
や
各
種
行
動
を
展
開
す
る
と
と

も
に
、
闘
争
団
上
京
行
動
を
柱
と

し
た
中
央
行
動
を
計
画
し
、
ゾ
ー

ン

を

設

定

し

て
「
４
者
・
４
団

体
」
の
行
動
に
積
極
的
に
取
り
組

む
。⑤

連
合
な
ど
労
働
団
体
を
は
じ

め
、
関
係
方
面
に
対
す
る
働
き
か

け
を
強
め
、
中
央
・
地
方
に
お
け

る
マ
ス
コ
ミ
対
策
の
一
環
と
し

て
、
可
能
な
限
り
、
多
く
の
関
連

記
事
・
投
書
な
ど
を
紙
面
掲
載
し

て
も
ら
う
取
り
組
み
を
行
う
。

⑥
Ｉ
Ｌ
Ｏ
第
３
０
４
回
理
事
会

は
本
年
３
月
に
９
度
目
と
な
る
勧

告
を
行
っ
た
が
、
勧
告
を
活
か
し

た

世

論

を

喚

起

し
、「
政

治

窓

口
」
と
協
議
を
行
い
な
が
ら
、
勧

告
の
基
本
で
あ
る
「
当
事
者
が
納

得
い
く
解
決
に
早
急
に
達
す
る
よ

う
」
求
め
る
政
治
対
策
と
Ｉ
Ｌ
Ｏ

対
策
を
強
化
し
て
い
く
。

⑦
組
織
内
は
も
と
よ
り
、
支
援

・
共
闘
の
仲
間
に
も
闘
争
団
員
・

家
族
の
闘
い
と
生
活
を
支
え
る
ア

ル
バ
の
統
一
物
販
や
「
定
額
給
付

金
」
か
ら
の
カ
ン
パ
、
Ｄ
Ｌ
Ｒ
基

金
カ
ン
パ
等
の
取
り
組
み
を
拡
げ

る
。⑧

必
要
に
応
じ
て
情
勢
に
対
応

し
た
機
関
会
議
を
開
催
す
る
。

◇

◇

（
１
面
か
ら
の
つ
づ
き
）

「
４
者
・
４
団
体
」
は
、
７
月

２９
日
、
国
土
交
通
省
要
請
を
行

い
、
①
鉄
道
・
運
輸
機
構
に
対
し

て
解
決
の
具
体
化
に
向
け
た
話
し

合
い
に
よ
る
解
決
交
渉
の
テ
ー
ブ

ル
を
設
置
し
、
早
急
に
関
係
者
間

で
解
決
交
渉
を
開
始
す
る
よ
う
に

指
導
す
る
こ
と
、
②
解
決
へ
向
け

て
の
政
治
的
な
環
境
整
備
も
含
め

て
真
摯
に
取
り
組
む
こ
と

の

２
点
を
申
し
入
れ
た
。

国
土
交
通
省
は
７
月
２３
日
に
人

事
異
動
を
行
い
、
対
応
し
た
国
土

交
通
省
鉄
道
局
参
事
官
室
（
Ｊ
Ｒ

担
当
）
は
、「
新
た
に
こ
の
担
当

に
な
っ
た
。
不
採
用
問
題
は
全
て

認
識
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

が
、
一
連
の
経
過
の
事
実
関
係
に

つ
い
て
は
承
知
し
て
い
る
。
し
か

し
、
省
と
し
て
の
ス
タ
ン
ス
は
従

来
と
変
わ
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
は

鉄
道
・
運
輸
機
構
と
の
間
で
の
係

争
中
な
の
で
省
側
か
ら
指
示
・
指

導
す
る
立
場
に
は
な
い
と
考
え
て

い
る
。
申
入
書
等
に
つ
い
て
は
上

部
に
伝
え
る
」
と
応
え
た
。

「
４
者
・
４
団
体
」
側
は
、「
こ

の
間
の
国
土
交
通
大
臣
の
発
言
を

重
く
受
け
止
め
る
べ
き
だ
。
早
期

に
解
決
を
図
る
た
め
に
今
後
も
引

き
続
き
申
し
入
れ
を
行
う
」
と
述

べ
終
了
し
た
。

賠
償
を
命
令

教
研
集
会
拒
否
事
件

プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
が
日
教
組
の

教
研
集
会
へ
の
会
場
使
用
を
拒
否

し
た
こ
と
を
め
ぐ
る
裁
判
で
、
東

京
地
裁
は
７
月
２８
日
、
ホ
テ
ル
側

に
日
教
組
側
の
請
求
全
額
に
あ
た

る
約
２
億
９
０
０
０
万
円
の
支
払

い
と
、
新
聞
５
紙
へ
の
謝
罪
広
告

掲
載
を
命
じ
る
判
決
を
出
し
た
。

日
教
組
は
、
２
０
０
８
年
２
月

の
教
研
集
会
の
会
場
使
用
や
宿
泊

に
つ
い
て
グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス
ホ

テ
ル
新
高
輪
（
東
京
都
港
区
）
と

契
約
を
結
ん
だ
が
、
ホ
テ
ル
側
は

前
年
１１
月
、
一
方
的
に
解
約
を
通

告
。
東
京
地
裁
は
会
場
使
用
を
認

め
る
仮
処
分
命
令
を
出
し
、
東
京

高
裁
も
ホ
テ
ル
側
の
抗
告
を
棄
却

し
た
が
、
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
が
拒

否
を
続
け
た
た
め
、
全
体
集
会
が

開
催
で
き
な
か
っ
た
。

判
決
は
、
ホ
テ
ル
が
裁
判
所
の

命
令
に
も
従
わ
な
い
で
使
用
を
拒

否
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、「
司
法

制
度
を
無
視
す
る
も
の
で
あ
り
容

認
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
不
法
行

為
。
違
法
性
は
著
し
い
」
と
厳
し

く
指
摘
し
た
。

（
連
合
通
信
）

早急に解決交渉開始を
「４者・４団体」が国交省要請

東
海
の
会
が

運
輸
局
要
請

【
名
古
屋
地
本
発
】「
国
鉄
闘

争
を
支
援
す
る
東
海
の
会
」
は
、

７
月
２９
日
、
中
部
運
輸
局
へ
の
要

請
を
行
い
、
①
こ
の
春
に
取
り
組

ん
だ
Ｊ
Ｒ
東
海
利
用
者
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
に
も
と
づ
く
Ｊ
Ｒ
東
海
の

安
全
と
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
②
Ｊ

Ｒ
不
採
用
事
件
の
解
決

を
求

め
た
。
行
動
に
は
、
４
県
（
愛
知

・
岐
阜
・
三
重
・
静
岡
）
の
共
闘

組
織
代
表
と
国
労
・
建
交
労
な
ど

の
１３
人
が
参
加
し
た
。

申
し
入
れ
で
は
、
利
用
者
ア
ン

ケ
ー
ト
に
示
さ
れ
た
新
幹
線
と
同

じ
よ
う
な
在
来
線
の
ダ
イ
ヤ
、
車

両
編
成
、
駅
設
備
な
ど
に
つ
い

て
、
Ｊ
Ｒ
東
海
へ
改
善
す
る
よ
う

働
き
か
け
る
こ
と
を
求
め
た
。
ま

た
、
Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
で
解
雇
さ

れ
た
者
の
現
状
や
思
い
を
述
べ
、

Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
の
早
期
解
決
に

む
け
た
尽
力
を
求
め
た
。

運
輸
局
は
、
①
要
請
内
容
を
Ｊ

Ｒ
東
海
に
対
し
て
伝
え
る
、
②
Ｊ

Ｒ
不
採
用
問
題
の
解
決
の
要
請
に

つ
い
て
は
本
省
に
書
面
を
も
っ
て

伝
え
る

と
回
答
し
た
。

たくましさ
鉄路沿線３０年

山上敏夫・元大船工場

イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
は
ト
ル
コ
最

大
の
都
市
で
、
１
９
８
５
年
に
訪

れ
た
当
時
の
人
口
は
２
５
０
万
人

だ
っ
た
。
ガ
ラ
タ
橋
近
く
の
堤
防

下
に
漁
船
が
集
ま
り
、
上
に
い
る

お
客
に
魚
を
袋
に
詰
め
て
放
り
上

げ
る
め
ず
ら
し
い
光
景
を
見
る
こ

と
が
で
き
た
。

都
市
中
心
部
に
は
、「
ゴ
ー
ル

デ
ン
バ
ザ
ー
ル
」
が
あ
り
、
観
光

客
で
賑
わ
っ
て
い
た
。
放
射
状
に

１
０
０
ｍ
以
上
立
ち
並
び
、
貴
金

属
や
革
製
品
、
ト
ル
コ
ジ
ュ
ー
タ

ン
等
、
あ
ら
ゆ
る
物
が
売
ら
れ
て

い
た
。
お
金
持
ち
相
手
の
高
級
品

ば
か
り
で
私
た
ち
は
観
て
歩
く
だ

け
だ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
地
方
の
町
や
村
へ
行

く
と
、
売
っ
て
い
る
も
の
は
一
変

し
て
日
常
生
活
品
が
多
く
、
親
近

感
を
お
ぼ
え
て
楽
し
く
見
物
が
で

き
る
か
ら
私
は
大
好
き
だ
。

そ
こ
の
バ
ザ
ー
ル
で
見
か
け
た

老
人
の
顔
は
、
年
輪
の
よ
う
な
シ

ワ
が
あ
っ
て
遊
牧
民
の
た
く
ま
し

さ
を
感
じ
た
次
第
で
あ
る
。

第2 9 8 5号（２）（昭和２８年６月１２日第三種郵便物認可）2 0 0 9年9月3日（木曜日） （毎月３、１３、２３日発行１ 部 ４０ 円）


